
１　部の運営方針

【部の使命】
①多様な主体同士が「対話」により連携し、地域の「価値」を共に創出する「共創の地域づくり」を推進します。
②受入体制をはじめとした観光基盤の整備、積極的な情報発信及び人材育成に取り組み、コンベンションシティの推進及び観光交流の振興、地域の活性化を図ります。
③市民の暮らしに視点を置いた中山間地域のまちづくりを総合的かつ戦略的に推進します。
④優れた文化・芸術にふれる機会を充実させることにより、市民主体の文化・芸術活動の活性化や郷土の特色ある歴史・文化の伝承を図り、豊かで彩りのある市民文化の
育成に取り組みます。
⑤「する」「観る」「支える（育てる）」という視点で、スポーツ文化に市民全体が親しめるまちづくりを目指します。
⑥姉妹都市や友好都市との交流、国際交流を進め、市民意識の高揚と国際化の推進を図ります。

【部の目標】（令和元年度の部の目標を記載し、重点的に取り組む事項とその概要について優先順に5つ程度明記）
１．市民力を発揮する新たな地域づくり事業の形成(暮らしを支える「新しい公共」を創る)
　・多様な団体が連携し新しい価値を創出する「共創プロジェクト事業」を推進し、地域の課題解決や魅力拡大を図るとともに、新たな地域づくりの担い手の育成・確保につな
げます。
　・地域づくりを推進するアクションプラン「地域づくり推進計画」について、共創プロジェクト事業や夢プランの成果・課題を踏まえ次期計画を策定します。
２．地域力で創り支え合う地区コミュニティの形成(持続可能な「地域づくりの基盤」を創る)
　・市民センターを拠点に地域づくりの機運の醸成や地域の夢プラン(地域の将来ビジョン)の策定、その実践活動を支援するとともに、都市部においても地域の意向を踏まえ
ながら地域団体による指定管理を推進します。
　・長穂地区および遠石地区の市民センターについて2020年度の供用開始を目指し整備を進めます。
３．中山間地域の持続可能な生活圏づくりの推進
　・須々万地区を中心とした徳山北部地区の生活圏の形成に向けて、交通ネットワークの構築や地域同士の連携による地域づくり事業を推進します。
　・鹿野地区では、夢プランの策定とその実践活動を持続・発展的に取り組める新しい地域運営の体制づくりを地域と共に進めます。
　・須金地区では、地域づくりを支援するため、地域おこし協力隊を配置します。
　・大津島地区では移動販売や移住・交流の促進に向けた地域の主体的な取組みを支援するとともに、地域運営の体制づくりを推進します。
４．特色ある観光地づくりと広域連携による観光の振興
　・周南工場夜景をはじめとした夜型観光の推進、様々な地域資源を活用した体験・交流型のニューツーリズムを促進するとともに、広域観光の観点から回遊性のある観光
ルートづくりや戦略的な情報発信、おもてなし力の強化等に取り組みます。
　・観光政策の指針である「観光ビジョン」について、次期計画の策定に取り組みます。
５．コンベンションシティの推進
　・「コンベンションの誘致」「受入体制の強化」「アフターコンベンションの充実・強化」を取組みの柱に、引き続き誘致活動に重点的に取り組むとともに、ワンストップサービス
　の充実など、官民によるコンベンションの取組みを推進します。
６．平和学習の推進及び美術博物館企画事業やスポーツ大会の開催等の推進
　・回天に関する貴重な資料を次世代に引き継ぐために、収蔵品をデータベース化したデジタルミュージアムシステムを構築し、平和学習の機能強化を図ります。
　・文化・スポーツを通じて本市の魅力を高めるとともに、質の高い文化・スポーツに触れることのできる機会を提供します。
　・平成27年に策定した「スポーツ推進計画」の計画期間の中間年にあたり、計画の改定に取り組みます。

【働き方改革による業務改善等の取組み】
　○職員それぞれが、業務の進捗状況を把握し、特定の個人に業務量が偏らないよう、業務の平準化や担当間の相互支援を図ります。
　○1日、1週、1月ごとの労働時間に目標値を設け、業務運営を効率化し、十分な休養が計画的に取得できるよう、適正な勤務体制づくりに取り組みます。
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２ 部の経営資源

（１）部の体制

人 うち 人 ・ 人 千円 千円

（２）事業規模 ※H29職員平均給与（ 千円）ベース ※予算計上額

千円 千円 （正職員人件費を除く） 事業 担当課数 3 課

３ 部の中期目標 （優先順）　第２次周南市まちづくり総合計画・前期基本計画に掲げられた基本施策を実現するための推進施策

主要　３　自立した地域づくりプロジェクト
無限の市民力を発揮できるまちづくり
３　地域づくり　１　地域コミュニティの活性化
（１） 住民主体の地域づくりの促進
（４） 地域づくり推進体制の整備
（地域づくり推進課）

　多様な主体同士の対話による地域づくりを促進します。
市民センターを拠点に、地域の特性に応じた住民の自主的・主体的な地域づくりを促進します。
　地域づくりに関する人材育成を充実させ、課題解決に向けた地域住民の発意や行動に寄り添
いながら支援できる職員等を育成します。
　地域づくりに関する情報の共有をはじめ、組織横断的な連携を進めます。
【令和元年度目標値：地域づくり支援アドバイザーの派遣地区数（主体的に話し合いの場を創出
し、地域づくり活動を展開した地区数）５地区】

主要　４　まちじゅう賑わいプロジェクト
活力と魅力に満ちた賑わいのあるまちづくり
７　産業・観光
１０　観光・コンベンション等による交流の推進
（１） 観光交流の促進
（２） コンベンションシティの推進　　（観光交流課）

　魅力ある観光地づくり等に取り組み、市外からの観光客の増加により地域の活性化を図りま
す。
　コンベンションの誘致・開催により、交流人口の増加を通じて地域経済の活性化等を図ります。
【令和元年度目標値　：　観光客動態調査に基づく年間観光客数　１８０万人】

主要　６　中山間地域振興プロジェクト
無限の市民力を発揮できるまちづくり
３　地域づくり　２　中山間地域の「地域づくり」の促進
（１） 地域の夢プランづくりの促進
（２） 地域の夢プランの実践活動の促進
（地域づくり推進課　中山間地域振興室）

　地域の夢プランの策定について、市民センター等と連携して地域コミュニティ組織等が主体的
に取り組む機運を醸成するとともに、その実現に向け総合的な地域づくりに取り組める体制づくり
を確立します。
　地域コミュニティ組織等が身近な暮らしを守る活動や地域資源を活用した経済循環を生み出す
活動を持続的に取り組み、暮らし続けられる地域を実現します。
【令和元年度目標値：「地域の夢プラン」の策定数（策定地域団体数）１４団体】
【令和元年度目標値：「地域の夢プラン」に基づくハード事業の実施件数（国・県・市の補助事業を
活用して地域が整備した施設等の件数。平成１９年度以降の累計）７件】
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実現したい成果　（最終目標）推進施策
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197.17 85.79 111.38 人件費

歳入予算額 460,735 歳出予算額

1

担当予算事業数 56



地域振興部

無限の市民力を発揮できるまちづくり
３　地域づくり　２　中山間地域の「地域づくり」の促進
（４） ＵＪＩターンの促進　　（地域づくり推進課）

　地域ぐるみで移住者を受入れる取組みに加え、住居の支援や起業支援等により、新たな地域
の担い手となる移住者の受入が実現するとともに、地域の活動力を高めます。
【令和元年度目標値：里　の案内人等を通じて中山間地域へ移住した世帯累計３６世帯】

無限の市民力を発揮できるまちづくり
３　地域づくり　２　中山間地域の「地域づくり」の促進
（３） 新たな地域の拠点づくりの推進　（地域づくり推進課）

　地域が主体的に活動を展開できる拠点施設をつくり、その運営を地域自らがおこなうことによ
り、持続可能な地域づくりを実現します。

4

6

無限の市民力を発揮できるまちづくり
２　生涯学習・人権　２　文化・芸術活動の振興
（１） 文化芸術活動の促進　　（文化スポーツ課）

　優れた文化・芸術にふれる機会を充実するとともに、市民主体の文化・芸術活動の活性化を図
り、豊かで彩りのある市民文化を育成します。
　快適に利用できる文化拠点施設の提供や利便性の向上に努めます。
【令和元年度目標値：市美術展出品数　300点】【令和元年度目標値：文化会館の年間使用率
70.0％】

7
無限の市民力を発揮できるまちづくり
２　生涯学習・人権　２　文化・芸術活動の振興
（３） 平和発信の促進　　（文化スポーツ課）

　郷土の特色ある歴史・文化の伝承を図り、平和の尊さについて発信する。
【令和元年度目標値：回天記念館年間入館者数　17,000人】
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無限の市民力を発揮できるまちづくり
２　生涯学習・人権　３　スポーツの振興
（１） ライフステージ・ライフスタイルに応じたスポーツ文化
の推進　　（文化スポーツ課）

　関係団体等と連携し、多様なスポーツ活動の機会の提供や実施に努め、市民のライフステー
ジやライフスタイルに応じたスポーツ活動を支援します。
【令和元年度目標値：１８歳以上の市民が週１回以上、スポーツ活動を実施した割合　60.0％】

目標 推進施策 実現したい成果　（最終目標）
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活力と魅力に満ちた賑わいのあるまちづくり
７　産業・観光
１０　観光・コンベンション等による交流の推進
（４） 都市農山漁村交流の推進　　（中山間地域振興室）

　中山間地域ならではの文化・歴史・暮らしといった地域資源を生かし、体験型教育旅行等の受
入れをはじめとする都市と農山漁村との交流の拡大を図り、活力あふれる地域を実現します。
【令和元年度目標値：体験型教育旅行の受入件数（体験型教育旅行で本市を訪れた学校等の
数）５団体】

10
無限の市民力を発揮できるまちづくり
２　生涯学習・人権　３　スポーツの振興
（２） スポーツを通じた地域活性化　　（文化スポーツ課）

　本市の交通の利便性や充実した体育施設等の優位性を活かし、市体育協会等の関係団体と
連携して大規模大会等の誘致を進めることで、スポーツコンベンションによる交流人口の拡大と
賑わいの創出、地域経済の活性化を進めます。
【令和元年度目標値：市内で開催する中国大会以上の大規模大会の誘致数　50大会】

11
無限の市民力を発揮できるまちづくり
２　生涯学習・人権　２　文化・芸術活動の振興
（４） 国際交流・多文化共生の推進　　（観光交流課）

　市民の異文化理解や多文化共生の推進、国際化社会に対応できる人材の育成を図ります。
【令和元年度目標値　：　国際交流事業参加者数　１，１００人】

5
無限の市民力を発揮できるまちづくり
３　地域づくり　１　地域コミュニティの活性化
（３） 自治会組織の充実　　（地域づくり推進課）

　自治会集会所等の整備に対する財政支援を行うほか、自治会未加入世帯の加入促進策等に
ついて「周南市自治会連合会」と連携して取り組みを進めます。
【令和元年度目標値：自治会加入率（自治会加入世帯数／全世帯数）８０．０％】
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